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　　　このＤＤＳ－ＶＦＯの、電源には直列に抵抗が、入っています。

　　　回路図では、Ｒ１，２７オ－ムです。

　　　この抵抗は、３端子レギュレ－タ－に、放熱器を付けるのをさけるために付いています。

　　　この抵抗器で、電源電圧を落とし、３端子レギュレ－タ－に電源を供給しています。

　　　この抵抗のＷ数は、回路図では１／２Ｗとなっていますが、全体の電流が１００ｍＡの程度の

　　　場合を想定して設定していますが、電流値が１５０ｍＡ程度流れると、抵抗での消費電力は

　　　０．６Ｗとなります。

　　　

　　　そこで、この抵抗のＷ数にご注意ください。

　　　出来れば、酸化金属抵抗器で、１Ｗ程度の物をお使いください。

　　　酸金抵抗は、Ｗ数の割には形状が小さいので、現在のスペ－スに実装できると思います。

　　　もし大きくてスペ－スに実装できない場合は、外部に工夫して実装してください。

　　　３端子レギュレ－タ－の発熱が増えますが、Ｒ１の値を、２７オ－ムより小さな値にすると、

　　　Ｒ１自体の発熱量を、押さえることが出来ます。およそ、１８オ－ムぐらいでしょうか。

　　　

　　　この抵抗器自体は、かなり発熱します。

　　　基板上の抵抗の上には、何も部品などがこないように注意してください。

　　　

　　　基板をケ－スに実装する際は、基板を平で実装してください。

　　　たてて実装した場合、熱が部品へダメ－ジを与える恐れが有ります。

　　　長期で安定して使用したい場合は、外部に放熱器付きの３端子レギュレ－タ－を設けて、

　　　ＤＤＳ－ＶＦＯ基板まで配線してください。

　　　その際は、基板上の抵抗器と３端子はいりません。基板上の３端子ＲＥＧの出力部へ、

　　　外部からの電源をつないでください。

　　　この方法が、一番安心して使用できます。

　　　また、この場合は、基板をたててケ－スに実装出来ます。

　　　基板上で放熱器を使いますと、スペ－スがかなり取られるために、抵抗による電圧ドロップ

　　　方式を採用しています。長所、短所が有りますので、使用状況似合わせて対処してください。
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